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初詣
専務理事／七山淳一

新年1月3日(土)秋田市の総社神社にて、鈴木理事⾧をはじめと
する理事会構成メンバーで初詣を行いました。

2026年度の秋田青年会議所のスローガンは「壮士凌雲～Try 
for the future～」です。このスローガンの下、メンバー全員が志
を高く持ち、明るい豊かなあきたを目指し活動・運動を展開して
参ります。一年間、どうぞよろしくお願いいたします。

◆2026年度1月臨時総会を終えて
総務・広報委員会 副委員⾧／中村秀也
1月13日（火）ANAクラウンプラザホテル秋田にて2026年度1月
臨時総会が開催されました。

本総会では2025年度のJC内褒章と2025年度理事⾧有田正明君
へ感謝状の贈呈、2026年度予算（案）の審議が行われ、2026年
度の秋田JCが本格的に活動・運動をスタートする大事な総会とな
りました。

表彰の場においては出席率100％のメンバー及び、二年連続出
席率100％のメンバーが表彰され、鈴木理事⾧が有田直前理事⾧
に対し昨年一年間の感謝と敬意を伝え感謝状を贈呈しました。ま
た、本年の活動・運動を展開していく上で重要になる2026年度予
算（案）の審議においては、無事に満場一致をもって承認されま
した。



鈴木理事⾧は、「志を高く持ち、明るい豊かなあきたを目指す」
ことや「失敗を恐れずに果敢に挑戦する」など、力強いメッセー
ジを発信し、メンバー１人ひとりが2026年度の秋田JCの活動・
運動の方向性を理解でき、有意義な一日となりました。

最後に、当委員会では、不慣れな面もありましたが、短い準備
期間で役割分担や設営、運営を行いました。皆で協力したことで
大きなトラブル無く臨時総会を開催できました。今後もメンバー
で協力し、助け合いながらJC活動・運動を行ってまいります。

◆JCI京都会議2026
未来共育委員会 委員⾧／安達拓朗
1月22日（木）～25日(日）に公益社団法人日本青年会議所 京都
会議2026が開催され、秋田青年会議所から理事⾧含め3名が参加
いたしました。

京都会議では「TRUE MIND TRUE HOPE」をテーマに掲げ、
全国の仲間が京都に集い、方向性を共有し、想いを合わせました。
また、日本青年会議所第75代会頭の加藤大将君が所信表明を行い、
「高い志を持って様々なことに挑戦する」、「社会の先頭に立っ
て、改革を先導する」「誠実で純粋な真の心」の重要性など、1
年間の運動方針を力強く示しました。



2026年度東北青年フォーラム主催主管締結式において、次年度
の開催地が山形県鶴岡市に正式決定されました。本締結式では、
2025年度主管である秋田青年会議所から、2026年度主管を担う
鶴岡青年会議所へ、その重責と想いが引き継がれました。秋田青
年会議所が紡いだ東北青年フォーラムの理念と成果を、鶴岡青年
会議所が新たな地で更に発展させていくことが期待されておりま
す。東北各地の青年会議所が連携し、地域の未来を担う若者たち
の成⾧と交流を促進する本フォーラムの意義を改めて確認すると
ともに、2026年度へ向けての力強いスタートとなる締結式となり
ました。

私たち秋田青年会議所も京都会議での経験を活かしこれからの
活動・運動に邁進してまいります。

◆2026年度新年例会・新年祝賀会
総務・広報委員会 運営幹事／天野俊平

1月17日（土）秋田キャッスルホテルにて、一般社団法人秋田
青年会議所2026年度新年例会・新年祝賀会を執り行いました。当
日はご来賓の皆様、来訪JC、秋田JCシニアクラブ会員の皆様を始
め、多くの方々にご参加いただき、無事盛会のうちに終了するこ
とができました。



新年例会では2026年度スローガンに「壮士凌雲 ～Try for the 
future～」を掲げ、鈴木理事⾧より新年度に懸ける決意と想いが
力強く述べられました。また、ご来賓の皆様から賜りましたご祝
辞には、私たちへの期待と激励が込められており、メンバー一同
改めて責任を感じ、覚悟を新たにする機会となりました。新年祝
賀会では、2026年度の役員紹介を通じて理事⾧の方針や体制を共
有するとともに、ご来賓や来訪JC、秋田JCシニアクラブの皆様と
交流を深め、実りあるひとときを過ごすことができました。
皆様のご協力により、2026年度の良いスタートを切ることができ
ました。年始のお忙しいなかにもかかわらずご臨席いただきまし
た全ての皆様に、心より感謝申し上げます。


